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鹿児島国際火山会議開催

須藤茂(環境地質部)
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エ.ブリッ子桜島

1988年に鹿児島県で国際的な火山に関する会合が開か

れるらしいことは数年前から火山の研究者の問では話

題にたっていました.しかしその会合が7月に行われ

ると決まった時には少なからぬ火山屋は驚きとまど

いました.というのはその頃鹿児島はつゆ明けの猛暑

下にありしかも風向きの関係で桜島の火山灰が鹿児島

の市街地に降り注ぐのカミ通例にたっているからです.

50万都市鹿児島は桜島火山のすぐそぼにあるのです(第

1図).

その前年の1月ハワイで開かれた火山関係の国際会

議の中で鹿児島県の会議担当者が鹿児島国際火山会

議への参加を呼びかけ桜島の火山灰が皆さんを歓迎す

るでしょうと発言しました.さて1988年7月19日から

23目まで開かれた国際火山会議の参加者は桜島の手荒い

歓迎を受けたでしょうか.

答えはノｰでした.鹿児島市街地には降灰はありま

せんでした.期間中小さな爆発はありましたが人を

驚かすようた大音響も聞こえずましてや夜空に火柱が

立ち上ることもなく火映現象も見えず桜島は全くお

とたしかったのです.というよりそもそも桜島はその

姿すら満足に見せてくれませんでした.期問中山頂部

が見えたのはわずか1目だけでした(第2図).その

ため地元の新聞にはこう書かれてしまいました.｢世

界各国から火山学者が訪れたとたんにおとなしくたって

しまった“ブリッ子桜島"｣.

2.火山会議は火山“学会"とはちがうのです

この会合の主催者は鹿児島県でした.1地方自治体

が国際的た火山に関する集会を開いたのです.共催は
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第1図桜島火山と鹿児島市街地の位置関係

同じ縮尺で米国のセントヘレンズ火山の例も示しました.

を示します.Lipman(1981)を簡略化.

斜線部は爆風崩落堆積物や泥流などの被災域

第2図期間中一度だけ姿を見せてくれた桜島火山

1989年4月号

会議場裏より.�
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第3図

開会式の様子

祝辞を述べるのはインドネシア火山調査所のA.Sudradjat氏.

その右は徳仁親王.

第4図会議場前に掲げられた国旗

あまり見慣れない国旗もいくつかありました.

日本火山学会国際火山学地球内部化学協会(IAVCEI)

だと4団体.そして後援はわが地質調査所も含めた

76団体でした.この中には主だったマスコミ各社も入

っています.そのためか開会式(第3図)レセプツヨン

だとの司会は放送局のアナウンサｰが行いました.こ

のへんが普通の学会とは違うところです.以下学会と

は日本火山学会のようたものをさします.

学会と違う点はほかにもありました.それは会場の

あちこちで目につく制服を着た若い女性の姿です.彼

女達はr学術的た話が多く堅くたりがちた会議に花を添

える｣(原文のまま南日本新聞による)ために選ほれた19

歳から29歳までの22人のコンパニオンです.さらに別

に通訳として多くの女性が会場内(特にポスタｰセッショ

ン会場)に配置されていたのです.こんなことは学会

では考えられません.また会議を記念したテレホンカ

ｰドの発行程度では驚かたいかもLれませんが記念切

手の発行とたると簡単にはできないでしょう.

会合に皇族を招待するたどということは並の学会と

は決定的に違うことかもしれません.分刻み(秒刻み

かもしれません)で行われる式典や警備に関する打ち合

わせのことたどを考えると研究者の集合体である学会

にはとても及びもつかないことです.第1表に開会式

の日程の一部を引用しました.

会議の予算のことをある職員に尋ねたところ｢3億円

です｣という答が返ってきましたがこれにはおそらく

会議に携わった鹿児島県庁を始めとする多くの公務員の

人件費は含まれていないでしょう.この会議は1O人か

20人の学会員が少数のアルバイトを使って運営できる学

会とは違うのです.

さて形式にぼかりこだわっていてはこの会合の本質が

見失われてしまいます.火山研究者と火山近くの住民

とその地域の行政の責任者及びマスメディアとの対話

これこそがこの会議の最も重要な点たのです.これは

学会では取り上げられることがありません(例外はあり

ます.たとえばPeterson(1987)だと).

3.会議の参加者

会議の参加者には登録者の名簿が配布されたかった

ためどこの誰が参加していたのか定かではありません

でしたカミ登録者の数は6月28日の新聞報道によれば

1,600人を超えていたそうです.外国からの参加者は

7月21目の時点では210人でした.イタリア47人米

国41人ソ連22人フランス12人ニュｰジｰランド9

人フィリピン9人メキッコ7人インドネシア7人

英国6人たとが参加者の多い国でした.またカメルｰ

ンコスタリカナイジェリアパプアニュｰギニア

ルワソダタソザニアザイｰルなどからも参加者があ

りました(第4図).これは共催者の一つである国際協

力事業団によるところが大きかったようです.国外の

招待者は計40人でした.なお国内の招待老は87人でし

た.

地質ニュｰス416号�
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策1表開会式の日程の一部
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項目

開場

オｰプニングセレモ

オリェンテｰショソ

徳仁親王殿下御着

徳仁親王殿下御臨場

徳仁親王殿下御臨席

歓迎のセレモニｰ1

徳仁親王殿下御移動

徳仁親王殿下御臨席

開会宣言

開会挨拶

挨拶

お言葉

祝辞

記念切手贈呈式

閉会の挨拶

徳仁親王殿下御退場

休憩

徳仁親王殿下御臨場

徳仁親王殿下御臨席

基調講演

徳仁親王殿下御退場

徳仁親王殿下御発

考

県警音楽隊

参加者入場完了

市民文化ホｰルヘ

ロイヤルボックスヘ

r火の島への誘い｣黒神中(21名),小(4年～6年25名)の児童

生徒による合唱

ロイヤルボックスからステｰジヘ

鹿児島国際火山会議事務局長

会議組織委員会会長(鹿妃島県知事)

下河辺淳(NIRA理事長)

徳仁親王殿下

近藤次郎(日本学術会議会長)

アジャットスドラジャット博士(イソドネシァ)

郵政大臣から知事へ

司会者

ステｰジから

徳仁親王殿下御休憩

ロイヤノレボックスヘ

加茂幸介京大教授r桜島火山との対話｣

リチャｰドフィスク博士(米国)｢火山と人間杜会一共存への道｣

市民文化ホｰルから

第5図ポスｰタセッショソ会場

火山の専門家も(手前は米国地質調査所のDanMi11er

兵)中･高校生も同じポスタｰを見ています.

新聞報道によれぽ会議の参加者は5目間の会期で延

べ7,400人だったそうです.国別の内訳もさることな

がら専門別職業別年齢別?の内訳も様々でした.

火山の研究者が多かったのは当然ですがテｰマの幅が

広かったために医師消防航空会杜旅行会杜たどの

各関係者及び経済学老などが集まりました.また聴衆

の中には和服の女性が居たり多くめ中･高校生が火山

の専門家と直接話をしたりする光景が多く見られまLた

(第5図).ただ大きた会議場での質疑応答では火山.

の専門家とそうでたい人との話がかみ合うことは殆ん

どたかったというのが筆者の印象です.

迅.会議の内容

会議の全体テｰマはr火山と人との共存｣であり火

山地域活性化へ向けて内外の学者･行政･住民･ニュ

ｰスメディア等が交流･討議を行い火山と人との共存

方策を探ろうとするのが主催者側の意図するところで

す.会議は3つの分科会に分かれて行われました.

会議前に要旨集(厚さ3cm以上)が作られまた会議後

1989年4月号�
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第2表

会議のプログラム

日程

�

月

㈰

目
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日

木
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日

余
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一
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第1分科会r火山を知る｣

トピックス名

･火山噴火のメカニズムとダイナミックス

マグマの生成

･マグマの物性と噴火様式

･噴火予知と観測体制

･噴火予知法とケｰス･スタディ

･今後の火山研究

･流出物災害と降下物災害の発生要因

･災害評価

･火山学一般

･噴火予知と観測体制

･噴火予知法とケｰススタディ

･火山噴火のメカニズムとダイナミックス

マグマの生成

･マグマの物性と噴火様式

･火山災害

･火山学一般

発表件数

紀

紀

�

�

紀

紀

�

�

紀

紀

�

�

第2分科会r火山と生きる｣

トピックス名

･土石流の発生と対策

･防災営農及び林業対策

･火山地域における水産業･商工業の振興策

･降灰等の住民生活に与える影響と対応策

･降灰等の健康に及ぼす影響と対応策

･火山災害と防災･救急体制の確立

①火山災害の軽減②危険と警報

③避けられたい火山災害

④火山災害間題一般

･火山活動と交通安全対策

･克灰･安全都市づくり

･降灰等の住民生活に与える影響と対応策

･降灰等の健康に及ぼす影響と対応策

･克灰･安全都市づくり

･土石流の発生と対策

･火山災害と防災救急体制の確立

①火山災害の軽減

②火山災害問題一覧

･③危険と警報

･火山活動と交通安全対策

･防災営農及び林業対策

･火山地域における水産業･商工業の振興策

シンポジウムr火山災害と対応策｣

発表件数

紀

一

∫

㈸

�

い

第3分科会

r火山を活かす｣

トピックス名

･鉱物岩石等の火山資源の利用

シラス等火山灰資源の利用と企業化

･地熱の多目的利用

･火山と地熱

･火山と地熱

･地熱の多目的利用

･温泉の化学

･火山資源の観光的活用

シラス等火山灰資源の利用と企業化

･鉱物･岩石等火山資源の利用

･火山資源の観光的活用

･温泉の科学

･温泉の医学的効果

･温泉の医学的応用と将来への展望

･合同シンポジウムr火山地域における地域活性化方策を探る｣

発表件数

�

爀

出

覇

39巖�
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策6図共通シンポジウムr火山と人との共存｣のパネラｰ違.

左から米国地質調査所のD.A.SwansonNHKの伊藤和明ピサ大学のF.Barberi

神奈川県温泉地学研究所の大木靖衛鹿児島大学の松本譲国土庁の三木克彦米国スミ

ソニアン自然史博物館のR.S.Fiske東京大学の荒牧重雄の各氏.

には別に論文集が発行されました.そのためここでは

内容の詳細た紹介は避け第2表に各分科会で扱われた

トピック名を記すに止どめます.

会場の内外での見聞録を以下に記します.

5.桜島火山は本当に今活発なのか

会議初目の共通シンポジウム｢火山と人との共存｣

(第6図)の中で会場内の桜島の住民から｢この大変た桜

島の降灰はいつ終わるのかまた大正噴火のようだ大噴

火はいつ起こるのか｣という質問が出されました1噴

火の予知については後で記すとしてこの降灰の被害は

非常に欠きたものがあります.1955年からは小爆発を

繰り返す噴火活動が継続しており爆発回数は1987年末

までで5,400回以上に達しています(以下本章での桜島火

山に関する数値は本会議のガイドブックによるものです).

最近の10年間の爆発回数は年間当り200回以上に達し

火口から半径50㎞内の降灰量はこの10年間で1億5

千万トンに達しています.1955年以来の噴出量は2億

トンに達しておりその被害は農業はじめ降灰作業土

砂災害だと多岐にわたっています.しかも住民にとっ

て嫌だことはこのような噴火活動がいつまで続くのか

わからたいという見通しの暗さにあります.

はじめに紹介した質問に出てくる大正噴火とはどんな

ものだったのでしょうか.1914年に起こったこの噴火

では山の東と西の山腹から大量の溶岩が流出し東方に

流下した溶岩により桜島は大隅半島とつながって陸続

きにたりました.この噴火の総噴出物量は20億トンあ

るいは30億トンという観模でした.しかもその大部分

は噴火活動初期のわずか数日問に噴出したものです.

つまり最近の30年間以上続いている活動による噴出物量

の10倍もの量がわずか数目間の活動で噴出したのです.

桜島火山に関しては噴火の間の時間間隔が次第に短

かくたっておりこれはマグマ圧の上下隈の変化によっ

て説明できるのではないかという意見も出されています

(山科1986).もし地下深部からのマグマの供給量が一

1989年4月号

定だとすると噴火の時間間隔の変化は噴出物量の差をも

生じさせます.つまり長い休止期→大噴火→中程度の

休止期→中噴火→短い休止期→小噴火というパタｰンが

得られます.もしこの考えが正しいとすると現在の

ように小噴火を頻繁に繰り返しているときは桜島火山

は比較的安全であり逆に噴火活動が停止し長い間

平穏であるようたときは次の大噴火は恐しいというこ

とにたります.

この話はほかの火山にも当てはまるかも知れません.

つまり頻繁に噴火する火山よりも長い問活動を休んでい

る火山の方が危険かも知れたいのです.

6.死火山が噴火した?

インドネシアのF1ores島にRanakahという火山が

あります.この山の噴火の記録は文書には残っておら

ず住民はこの火山が噴火することだとは考えていませ

んでした.山頂部には無線塔だとの施設も建設されて

いました.ところが1987年の暮から火山活動が始まり

山頂近くの尾根部に溶岩円頂丘が成長し始めました.

溶岩は狭い尾根部から次第に谷部に流下し舌状の溶岩

流も形成されました.このAnakRanakah(Chi1dof

Ranakah)1avadomeと名付けられた溶岩円頂丘の活動

は噴火予知の研究に関する警告の意味で注目されまし

た.

この火山の最近の活動は1万数千年前のものでした.

1万数千年間の活動の休止期は火山災害に対する住民

の警戒感を解くのに十分た長さでした.

日本の木曽御岳火山の1979年の噴火を記憶している方

は多いと思います.この噴火の報に接した時ある火

山学者がr寝耳に水だ｣と言ったと伝えられています.

御岳火山では最近の約6000年間に今回のものも含める

と少なくとも5回の水蒸気爆発が起きています(小林,

1987).このようた活動をしている火山に対して火山

の研究者ですら警戒を怠っていたのです.

インドネシアの火山調査所所長AdjatSudradjat氏�
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第7図開会式会場での基調講演老など

手前から京都大学加茂幸介米国スミソニアン自然史

博物館R.S.Fiske東京大学荒牧重雄米国地

質調査所D.Swansonらの各氏.

はRanakah火山の例を挙げて活動の休止期問の長い

火山にむしろ危険た火山が多いことを指摘しました.

米国スミソニアン自然史博物館のRichardS.Fiske氏

(第7図)も本会議の基調講演の中で同様のことを述べ

ました.このことは噴火予知の研究体制に対するある

種の警告を与えています.つまり例えば日本では噴

火予知のための観測が行われている火山はごく最近に

噴火の記録がある火山に限られています.何万年もの

間にわたって噴火の記録のない火山は要注意の火山と

はみなされていません.しかしたがら何万年という程

度の休止期を隔てて次の活動が起こることは長い火山

の歴史の中ではごくあたり前の話なのです.

7.互いに遠慮した噴火予知の話

噴火予知に関しては今回の会議の目玉の1つでもあ

る研究者住民行政マスメディアの対話という点で

活発た論議カミ期待されました.しかしたがら筆者の感

想を率直に記すならば対話は活発とは言えませんでし

た.研究者の内輪の論議はありましたがそれだげで

は火山学会と同じです.

筆者の偏見によれば対話カミ活発でたかった原因は

互いに遠慮して発言しづらかったことにあったと思いま

す.つまり研究者以外の人は日本の最近の噴火とそ

の予知に関するいくつかの情報を得ています.例えほ

r寝耳に水｣と言わせしめた1979年の木曽御岳の噴火

噴火の1ヵ月前の総合的た観測結果により異状たしと折

紙をつけられた後の三宅島の噴火そして噴火半月前の

火山噴火予知連絡会の会長コメントr大規模た噴火が切

迫していることを示す兆候は認められない｣発表直後の

伊豆大島の噴火などです.このような最近の事例を見

せつけられると今さらr噴火予知はできるのでしょう

か｣と聞くのは握られるのでしょう.

もちろん質問はあるにはありました.すたわち前出

のr桜島の降灰活動はいつ終わるのか大正のような大

爆発はいつ起こるのか｣というものです.不幸なこと

にこの質問カミ出されたのは会議初目の共通シンポジウ

ム時であり(第6図)パネラｰの中に桜島火山を主に研究

の対象としている研究者はいませんでした.そこでゴ

ｰディネイダｰの1人荒牧重雄氏がr残念だがらわか

りません｣と答え更にそのシンポジウムのしめくくり

としてr会話は今始まったばかりであり火山にどうあ

いさつし火山とどう共存していくかの道をこれから探

りたい｣との発言がありました.

噴火予知が全くできないわけではありません.例え

ばハワイのキラウエア火山米国のセントヘレンズ火山

日本の桜島火山などでは直前の噴火予知がかなりの確

度でできるようになっています.それらの成果は今回の

会議でも報告されました.共通する点はこれらの予

知可能とたった火山の噴火には定型化した前兆現象があ

りそれが繰り返し観測されたことです.それカミたい場

合には同じ火山であっても噴火を予知することはでき

ません.このことは噴火予知の研究の欠きた壁とたっ

ています.つまり噴火が同じ.パタｰンで繰り返し起き

ている場合だけに必要た観測をしていれほ予知が可能

となるのであって同じ火山でも噴火のバタｰンが違っ

てしまうと同じ手法では噴火を予知することはできな

いのです.

そのため噴火予知をもう少し気楽に考えたらどうかと

いう意見も出されました.共通シンポジウムの席上神

奈川県温泉地学研究所の大木靖衛氏はr研究者は噴火の

メカニズムカミわからたいと噴火の予知もできないとむず

かしく考えている.それでは火山に異常現象が起きて

いても予知はできない場合が多く出る可能性がある.

伊豆大島の噴火前に地元の測候所から臨時火山情報が出

された.この情報は公にされるものたので住民は大

島火山に異常が起きていることを事前に知ることができ

噴火が実際に起きた時にもさほどあわてたかった.情

報はできるだけ流しておけば役に立つこともある.当

面は噴火予知もこの程度に考えてはどうか｣と発言しま

した.シンポジウムの会場では言いっぱなし聞きっぱ

たしでLたが検討に値する発言だと思いました.

地質ニュｰス416号�
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策8図桜島の南西山麓を流れる野尻川の河口付近.

平常時には表流水は認められませんが土石流発生時に

はこの国道の橋の欄干も乗り越えられることがありま

す.後方の山は海中に流入した土石流堆積物を凌漢し

て積み上げたためにできたものです.

8.ハザｰドマップ

火山災害の予測図(ハザｰドマップ)については先進

国の米国とインドネシアから実績の報告がなされ当然

のように必要性が強調されました.我が国では北海道の

十勝岳と駒ケ岳についてそれぞれ地方自治体がハザｰ

ドマップを出しています.しかしたがら今回はそれら

の自治体からの発表はありませんでした.国の施策と

しては共通シンポジウムのパネラｰの1人国土庁防災

局長の三木克彦氏が我が国でもハザｰドマップのモデ

ルを作成すべく4モデル地域を設定しており1988年の

対象とたる2つのモデル地域のうちの1つは桜島火山で

あることを明らかにしました.かくてハザｰドマップ

の後進国日本でもその作成に国が道をつけたことにた

ったのです.日本が後進国に甘んじていた理由として

火山研究者がハザｰドマップを公表することによる社

会的影響(混乱)を恐れるあまり作成しなかったのでは

ないかとも言われていました.確かに一部の火山の周

囲の観光業者と行政当局者はそのようた地図の公表に

反対しています.しかしたがら大会4目目に開かれた

第2分科会のシンポジウム｢火山災害と対応策｣の席上

でパネラｰの1人東大新聞研究所の田崎篤郎氏は十勝

岳の例を挙げr自分の居住地が災害予測地域に指定され

たとしても住民の8割はハザｰドマップを作ることに

賛成Lている｣というアンケｰト結果を示しました.

日本の火山研究者には杷憂カミあったと言うべきか買い

被りがあったのかあるいは単たる怠慢があったとする

のかは意見が分かれるところでしょう.

大会初日の基調講演の中で米国スミソニアン自然史

1989年4月号

博物館のR.S.Fiske氏はハザｰドマップ作成に関し

て示唆に富む発言をしました.それは良い火山地質図

を作りたさいということです.つまり火山地質図には

その火山の過去の噴出物が記載され火山活動史が図示

されているからです.その中には噴火の規模様式の

別たとが明らかにされています.例えば溶岩流はどこ

から噴出しどこを流下しどこまで達したか火砕流

の場合はどうかあるいは火山灰はどちらの方向にどれ

くらい堆積しているのかたどといった情報が盛り込まれ

ているからです･もちろん火山地質図がそのままハザ

ｰドマップにたるわげではありません.災害の可能性

の予測は過去の災害の歴史を調べた次の段階に行える

ものだからです.逆に言えば過去の火山の歴史をよく

調べたいことには良いハザｰドマップは作れません.

その意味ではFiske氏の発言は火山地質図の重要性を正

当に評価したものとして傾聴に値するものと思います.

9.泥流｡土;百流と砂防

泥流及び土石流の発生もまたその対策の1つとして

の砂防も別に対象は火山に限られているわげではありま

せん.しかしたがら例えば桜島火山では火山が作る

急峻た地形固結度の弱い大量の火砕物の堆積だと火

山活動の産物が泥流や土石流発生の主たる要因にたって

います(第8図).そのため今回の会議でも泥流土石

流及び岩屑流発生のメカニズムとその防災対策について

いくつかの発表がありました.また会議最終目に行わ

れた桜島の視察でも現地の砂防事業が紹介されまし

た.Saboという言葉が通用するほど日本の砂防事

業は広く世界に知れわたっておりその技術はインドネ

シアなどの火山国で発揮されています.

会議場及び視察日の現地で多くの小冊子が配布されま

した(第9図).それらは1987年10月から1988年7月ま

でに発行されたもので桜島の土石流と砂防工事の現状

がよく記載されています.それらの中に着地した直径'

約1mのパン皮状火山弾が割れその内部がまだ赤熱状

態であることがわかる写真が掲載されていました.関

係者に尋ねたところそれは砂防工事中に現場付近に落

下してきたものだそうです.そのようた危険な状態下

でも工事を行たいまた多額の経費(桜島では建設省直轄

分だけで昭和63度事業費は約22億円)がかかる現状を説明さ

れた外国の参加者の中からは住民は桜島から離れては

どうかという感想も出されました.

桜島では過疎化が進行しています.人口は1970年か

ら1985年にかけての15年間で22.8%減少しており特に南

岳火口に最も近い居住区である有村地区(第1図参照)で�
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第9図会期中に配布された土石流･砂防関係のパンフレット

類.

は半減しています.また産業別人口では同じ15年間

で農業従事者カミ半減し建設業従事者が倍増しています

(数字は本会議の桜島火山ガイドブックより引用).これか

ら先の桜島の住民の動向と砂防事業の推移は火山と人

間との緊張関係を考える上で外国の研究者からも大いに

注目されるでしょう.

10.火山の映画

火山の普及用映画については既にフランスのKraft

夫妻の作品を例に挙げて重要性を指摘したことがありま

す(須藤1987).そしてこの会議で上映されたのも

Kraft夫妻のものでした.題名はr火山の驚異｣.筆

者は以前に同じ内容の映画を見たことがあります.そ

の時の題名は｢アメリカの火山｣でした.たしかにア

メリカ大陸西インド諸島とハワイの火山のみが扱われ

ています.今回の日本語の題名はかたり不適当だと思

いました.火山活動の恐しさだけを強調するのが火山

の普及映画の目的ではたいはずです.

噴火の恐しさという点でM.Kraft氏はこんた話もし

ました.｢プログラムには私達カミ決死の覚悟で撮影し

たと紹介されてあるが私は110回もの噴火を目撃して

きた.もしその度に決死の覚悟をしなげれぽたらた

いのだったら私はとうの昔に死んでしまっていただろ

う.｣またr私は110回だが妻のK.Kraftは130回見

てきている.私もかなわたい.｣そしてまた｢見れば

見るほど火山についてわからないことが増乏てきてい

る.もっと見てみたい.｣とLめくくりました.

さてKraft夫妻は上述の映画とは別にもう1つの短

編映画を見せてくれました.それはずい分謎めいたも

のでした.映っているのは灰色の泥火山のようたもの

ではじめはハワイで見られるような流動性に富む溶岩

の噴出活動が白黒フィルムで上映されているかのように

も感じられました.噴出口付近ではアワ状になって出

ることもあります.表面は縄状にたったりまたアア

溶岩もできています.夜間には表面が赤く見え噴出

口での最高温度は544℃と紹介されました.噴出して

から半目もたつと表面には白い粉状物質がついてしまい

ます.何のことだかおわかりでしょうか.それはカ

ｰボナタイトの溶岩流だったのです.アフリカタン

ザニアのオルドイソヨｰレソガイ(マサイ語で神の山の意)

火山で撮影されたものでした.薄く細い溶岩流の上は

またいで通れるほどでこれは火山の研究者でもめった

に見られる光景ではありません.Kraft夫妻はこれか

らも様六な火山の様子を撮影してくれるでしょう.

日本にも多くの火山があり日本の皆さんも火山の映

画をたくさん作って下さいと語ってくれましたが果し

てその希望は叶えられるでしょうか.

11.火山知事サミット

いく分自己宣伝じみた題名のパネルディスカッション

が大会4日目の夕方行われました.鹿児島県知事のほ

か阿蘇を有する熊本と伊豆大島を有する東京の知事が顔

をそろえ(第10図)また北海道知事は舞台上の大型スクリ

ｰンに参加するというものでした.いくつか注目すべ

き発言もありましたので以下に紹介します.

鹿児島県知事はアジア太平洋地域の火山学のトレｰニ

ングセンタｰを鹿児島に作りたい旨発言しました.こ

れに関連して会議申に2人の参加者からも問題が提起さ

れていました.ユネスコで働く1人は初日の共通シン

ポジウムの討論時に会場から発言し日本は火山研究の

ために開発途上国に大樹を供給すべきだと述べました.

もう1人アイスランドのG.E.Sigva1dason氏は第

1分科会で火山研究者の数は世界中でもあまり多くはた

いことそしてまた特に豊かな国にその数は多く火山

災害の危険性の大ぎた国に必ずしも多くないこと政府

当局は自国の研究者の意見は無視するが外国からの意

見には耳を貸すことが多いことなどの例を挙げ火山研

究での国際協力の必要性を強調しました.

もし国際的な火山研究のトレｰニングセンタｰができ

たたらまず率先してトレｰニングを受ける必要がある

地質ニュｰス416号�
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会議4日目に開かれたr火山知事サミット｣に出席した知事達.

第3表鹿児島国際火山会議開催記念関連イベント

鹿児島国際火山会議特別展r火山とくらし｣

鹿児島国際火山会議記念r講演と映画のクベ｣

世界の物産ハザｰル

'88かごしま火山ふれあいコンサｰト

ふれあいおはら祭

'88KAGOSHIMACUP火山めぐりヨットレｰス

香港･鹿児島親善ヨットレｰス

r巨匠たちが描く桜島｣展

r火山を絵にかこう｣児童生徒作品展

桜島･錦江湾横断遠泳大会

'88火の島祭り

r活火山さくらじま図書資料｣展

r火山とくらし｣～生きている地球がここに見える～

砂防展r桜島と土石流｣

のは噴火予知に悉く失敗している我々日本の研究者か

もしれませんが行政の担当者からの設立の意志表示は

心強い限りです.今後どのような形で実現されるのか

見守りたいものです.

さてもう1つの注目すべき発言は阿蘇火山の火口付近

の立入りに関するものでした.熊本県知事は阿蘇の

火口見物は観光の目玉でありできる限り観光客が火口

付近に立入られるようにしたい.火山が危険た状態に

ある場合には火口に至るルｰトとして地下にトンネルを

建設してでも観光客に火口を見せたいというものです.

火山の研究老は火山が危険た状態にたっていると判

断されるときでも住民や観光客を強制的に避難させる

ことはできません.それができ得るのは行政当局です

がその責任者としては今回の発言はいささか行き過ぎ

ではないかと思われました.

火山の恩恵の点では噴出物を使った美術工芸品の制

作と火山の熱エネルギｰ利用について発言がありまし

た.特に鹿児島県知事は火山発電の研究の推進につい

て積極的た発言をしました.既に鹿児島県では企業に

より地熱資源の開発のための調査が行われ地熱発電の

可能性は霧島や伏目地区で実証されています.しかし

なカミら火山発電については我が国でもまだ本格的に研究

されたことはありません.当の鹿児島県のある島では

火山発電のためのフィｰジビリティｰスタディｰがサゾ

1989年4月号

シャイソ計画の一環として始められたことがありまし

た.しかしたがら当地での反対が強く本格的な研究

にはとりかかれたかったことがあります.同じ鹿児島

県からまた火山発電の語カミ出たことはおかしな運命の

巡り合わせかもしれません.火山のエネルギｰを直接

発電に利用するためにはまず火山をよく知らなげれぱ

たりません.火山発電に至るまでには多くの研究要素

と開発要素があります.近い将来での実現は困難でし

ょうが今後の成り行きに注目したいところです.

五2.関連イベント

火山会議とは別に会期中に一般県民向けの講演や映

画の上映が行われまLたがそのほかにも多くの行事が

ありました(第3表).中でも特別展｢火山とくらし｣

及び砂防展は臨時の展示であるのカミもったいたいほど

の規模と内容を持ったものでした.

｢火山とくらし｣展では火山を知る火山と生きる

火山を活かすという本会議の3つのテｰマにほぼ対応

する展示がなされていまLた(第11-13図).噴出物だ

との実物や模型も多く展示され筆者が訪れた時も老若

男女様々た人がそれぞれに展示を見学し手で触れ確か

めていました.潜越たカミら我カミ地質調査所から提供さ

れた火山のビデオも上映され常に見学の人が絶えませ

んでした.

一方r砂防展｣の方は少し趣が違います.火山地域

の砂防は既に多くの実績がありその成果を普及するの

がこの展示です.大型模型を使った土石流の実験はエ

ネルギッシュな女性の解説も手伝って参加者を煮付けま

した.また子供向けのパソコンを使った砂防に関す

るクイズのカウンタｰには多くの親子が挑戦していまし

た(第14図).新聞報道によればこのクイズのソフト開

発費は約1千万円だということでした.火山の砂防工

事には十億円百億円単位の経費がかかります.火山と

人間との問にはいろいろだ関わり方があることを痛感さ

せられました.

｢火山を絵にかこう｣児童生徒作品展はこの表題の�
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第11図

r火山とくらし展｣火山噴出物の標本や顕微鏡の脇の

人達が見ているのは地質調査所提供のビデオ｢生きて

いる火山｣

第12図桜島火山の模型だと展示物は豪華なものも目立ち

子供達は必ずといって良い程スイッチを押していきま

す

第31図

温泉の利用法の1つ

虫害木を床柱にする際に約50時間温泉に浸しておく

と皮がはぎやすくなるのだそうです.

灘

灘

第14図r砂防展｣会場内のパソコンカウンタｰ夏休みに

入り母と子の姿が目立ちました.

通りの絵画展であり地元桜島の様子が周囲の様々な

場所で多くの子供の目によって描かれていました(第15

図).桜島火山から立ち上がる赤い火柱や火山雷など

この年にたって目撃された最近の噴火を描いたものが目

立ちました.子供が直接見たものなのかそれとも写

真を見て描いたものなのかは少し気にかかるところでは

ありましたが.

ふれあいおはら祭りは大会初目の夜に会場近くの通り

で繰り広げられた踊りです.何せ陽気な(と勝手に決め

つけるのは良くないかも知れませんが今回に限れば確かにそ

うでした)イタリアの参加者だけでも50人近くいたので

すから当然外国からの参加老も踊りの列に加わりました

(第16図).祭りの法被は外国からの参加者のみに配布

されたため日本人の会議参加者で踊りの列に加わった

人は極めて稀れにしかいませんでした.

五3.避難訓練

会議最終日に桜島では火山災害に備えた避難訓練が実

施され会議参加者の多くはその様子を見学できまし
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策15図

会議場に展示された桜島火山の

絵

このほか多くの作品が市中心部

の商店街にも展示されていま

す.

日本の火山研究者にとっては火山災害の避難訓練に関

しては欠きた重みと反省をもたらした出来事がありまし

た.それは1983年三宅島噴火に先立つ訓練でした.

三宅島では1962年以来噴火が起きていなかったため噴

火の可能性を意識し避難訓練が行われたのです.島

内の有線放送の有効性や集落内の狭い道路では自家用車

を使わずバスで避難することだとが確認されました.

三宅島では噴火の1ヵ月前に多くの火山研究者によって

実施された調査でも特に噴火の前兆にたるようた現象が

驚起きているとは思えないという結果が発表されました･

咄間一}

灘そして噴火が発生し海岸付近では大獄マグマ水

｣

�

｣｣

■

｣

■

帀

蹄■

=世一

憂蒸気爆発が起こり付近は壊滅的な打撃を受け阿古の集

�

第16図おはら踊り?を踊るR.S.工Sparks氏落の大部分340戸は溶岩流に覆われました.避難訓練

氏は噴煙柱生成のモデル実験の成果を披露し注目を俗の成果は生かされ住民の大都分はバスで安全た所に遊

びました.

難しました.行政の担当者はたとえ火山学者が噴火

が起こる危険はたいなどと発言したとしても火山災青

た.訓練は陸･海･空のルｰトを通じて避難する大がに備えて常に注意を怠らず適当な間隔で避難訓練をし

かりたものでした.筆者の見た限りでは訓練は極めてておくべきであるというのが当面の優良の策かも知れま

スムｰズに行われました(第17図).外国人には日本人せん.

はかくも従順たものかと奇異た感を抱かせたかも知れま

せんが1986年の伊豆大島の1万人の脱出が理解できた

独出版物

かった外国の火山研究者は事情を納得したかも知れませ

ん.会議の講演要旨集は和文･英文併記のものが参加老に

説明がなかったのでよくは理解できませんでしたが配布されました.会場では500円で販売もされていま

海外の災害時に緊急に日本から派遣される救助隊の訓練した､一般に日本人の参加考は和文･英文とも本人カミ

も行われました.説明カミたいことは日本人も外国人も執筆Lましたが外国からの参加者は英文のみを執筆し

同じであるためヘリコプタｰによる救出訓練が成功し和文は事務局の責任で翻訳文を掲載してあります.そ

た時だとは素直に拍手喝采と歓声が起こりました.のため一部読みづらい点はありますが788ぺ一ジの大

1989年4月号�
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須藤茂

第17図

火山災害に備えた桜島の避難訓

練.

島南部の有村から鹿児島市に船

で避難する住民(中央右)それ

を見守る担当者と見学する各国

の会議参加者.

部であり他の分野の発表たどには興味深いものもあり

ました.

会議後には別に論文集が刊行されました.こちらは

和文997ぺ一ジ英文923ぺ一ジの2分冊で1989年にたっ

て発行されました.

この会議開催を記念してr大正三年桜島大噴火写真

集｣が発行されました.これは桜島としては規模が大

きい1914年の噴火の写真を広く一般に公開するために出

版されたものです.発行は鹿児島県教育委員会編集

は鹿児島県立博物館で45葉の大正三年噴火の写真を中

心にまとめられています.当時の文献を一般の人が個

人で入手することは困難な今このようた写真集は貴重

なものです.会場では1,500円で販売されていました.

会議参加者に配布されたrAGuideBookforSAKU-

RAJIMAVOLCANO｣はscienti丘｡guide73ぺ一ジと

administrativeguide13ぺ一ジからたる力作で全文英

語で書かれています.日本語版があれば桜島火山の案

内書として広く利用されるものと思われます.鹿児島

県庁内の火山会議事務局発行です.

r桜島の土石流｣と題された65ぺ一ジのパンフレット

が会場内で配布されました.土石流の実態と砂防の概

要を主に科学的な面から記述してあるものでカラｰの

図面や写真も多く掲載されています.建設省大隅工事

事務所企画土木研究所監修砂防広報センタｰ編集

昭和63年3月発行のものです.このほかにも砂防のパ

ンフレットは多く配布されました.

15.おわり一こ

新聞報道によれば最近我が国では国際会議の地方で

の開催が増えているそうでこの国際火山会議も一例と

して取り上げられていました.｢国際化時代に対応し

人を呼び集め地域の活性化を図ろうとする自治体が多

く名乗りをあげ『コソベソション･ブｰム』が広がって

いる｣のだそうです.運輸省が指定した19の｢国際コ

ソベソション･シティｰ｣には鹿児島市も入っていま

す.今回の会議もそのようた経済政策の面から把える

ことはできるでしょうがここでは会議の3つの目的に

沿ってまとめてみます.

r火山を知る｣ことについては特に我が国では最近

の噴火活動とその予知にみられるように多くの研究課

題が残されていることが確認されました.本会議では

火山の研究者もそうでたい人も同じ会場でそれを確認し

たことが重要と思われます.普通は研究者とそうでた

い人との問にはマスコミを通じた一方的た情報の流れの

関係しかたいからです.

r火山と生きる｣方法については様々た考え方があり

意見が分かれるところです.狭い国土に多くの火山が

分布し人口密度が大きい国々では火山と仲良くつき

合っていかなげれぽたりません.各国にはそれぞれの

経済事情がありまた住民の土地に対する執着の程度や

行政の強制力の程度だとが様冷であることが今回の会議

でも明らかにたりました.各国各地域でそれぞれに生

き方カミ模索されていくでしょう.

かつて科学万能主義的な思考カミはやった時期がありま

した.前出のFiske氏は基調講演の中でその当

時の雑誌を示し火山活動も人問の力で制御できると考

えていた人々がいたことを示しました.しかし今では

発達した科学技術の力をもってしても力で抑えつけるこ

とはできないだろうと考える人の方が多くたっていま

す.引くべきときは引きそうでたいときは仲良くつ

き合うのが火山と生きる方法なのでしょうか.

｢火山を活かす｣試みも各国各地域から様々た例カミ

発表されました.観光医療工業用原料そして熱エ

ネルギｰたどその多様た利用法は今後も増え続けるで

しょう.地熱については同じ年の11月に熊本･大分両

県で国際地熱エネルギｰシンポジウムが開催されること

にたっていたため発表の件数は少なかったものの最近

の原子力発電所問題なども影響してこれからも火山の

熱エネルギｰ利用のための研究は推進されるでしょう.

今から10年程前には地熱研究者の問で熱源として

の火山の話はまともに取り上げられることはありません
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でした｡しかしながら最近はプロジニクト研究の一部

として火山の研究も行われるようになりました.また

かつては火山の研究者の中には地熱に関しては技術の

みが必要で科学研究の対象ではあり得たいと考えていた

人がいました.しかしたがら火山地域で行われた地熱

の研究の膨大た成果は火山学に対して大きく貢献するこ

とになりました.火山は自分が何の学問分野に分けて

取り上げられているのかは知りません.これから先

火山と仲良くお付き合いしていくためには細かた専門分

野にとらわれることたく広く研究を押し進めていかなけ

れほならないでしょう.

最後に本報告執筆に際し様々肢情報を提供して頂いた

鹿児島国際火山会議事務局及び参加者の方々に謝意を表

します･本報告は筆者が地殻熱部在籍中に執筆されま

した･当所の小野晃司曽屋龍典両氏からは貴重な意

見を伺うことができました.記して謝意を表します.
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最近中国で発見された新鉱床

岸本文男(天職員)

FumioKIs亘I皿｡To

江西省会昌県で超大型錫鉱床

江西省地質鉱産局地質鉱産調査研究大隊と同物理･地

化学探査大隊は騒南の会昌地区で超大型錫鉱床の探査

に成功した.これは現在までに江西省で発見された

斑岩型錫鉱床としては最大観模のものである.この錫

鉱床の鉱体はかなり規則的に産出しいずれも品位が比

較的高く鉱石の構造は単純で被選鉱性が優れ賦存

深度が浅く露天掘が可能である.

張木発(中国地質報1988.2.22)

湖南省万門で;百薄鉱床に逢着

湖南省地質鉱産局413地質大隊は石門県で石膏鉱床

の存在を試錐によって発見した.この鉱床は桑植から

石門に至る東西方向の構造帯の南東縁部にあって東は

洞庭湖凹地に臨む.鉱体の平均延長は1,110m幅は

496m厚さは14.9mである.この鉱床は簡単た硫酸

塩型で主要鉱石鉱物である石膏には繊維状石膏と泥状

石膏がある.鉱層の品位が高く挟雑物カミ少なく工

業的た用途が広い.

曽建国･黄自成(中国地質報1988.2.22)

江蘇省でまた一夫型燐鉱床

最近江蘇省地質鉱産局第6地質大隊は一通の朗報

を打電してきた.6年来の調査を経て沐陽県濫沃地

1989年4月号

区で一大型燐鉱床が発見されたのである.

新たに発見されたこの鉱床は9体の燐鉱鉱体からな

っている.その中の最大のものは延長が2,800m幅

が600m前後平均の厚さが200㎜から400mであり中

程度の品位の選鉱しやすい鉱床である.この燐鉱床は

連雲港市の東北40㎞に位置し交通は至便である.

このタイプの堆積変成燐鉱床は中国では主として江

蘇省の海州から安徽省の宿松･肥東湖北省の大悟･孝

感にかけて分布している.江蘇省沐陽県の濫洪燐鉱床

の発見は中国でのこの種の燐鉱床の調査と探査を拡大

する上で重要た意義を持っている.

江友(中国地質報1988･2.22)

広西の沿海地域でカオリン鉱床

広西壮族自治区地質鉱産局第3地質隊は最近同省の

沿海地域で高品質のカオリン鉱床を発見した.選鉱試

験の結果によると3鉱体の選鉱精土の白度は84%以上

にたり製紙･塗料の基準を満たし試作試験によると

その尾鉱は再処理によって板ガラスの原料とすることが

でき陶器の製作耐火煉瓦の製造に供することも可能

である.鉱床調査によると鉱体は層状を呈し厚さ

は1-12mで地質鉱量は非常に大きい.

幸福栄(中国地質報1988,6127)�


